
議会だより

練習の成果を十分に発揮！　

９月26日、天候にも恵まれ渡小学校運動会が実施されました。児童の演技もすばらしく、
きびきびとしたプログラム進行に感心しました。
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9

事業費6010万円をかけ校舎を改修舎を改修事業費6010万円をかけ校舎事業費6010万円をかけ校舎を改修事業費6010万円をかけ校舎を改修舎事業費6010万円をかけ校舎を改修事業費6010万円をかけ校舎を改修
旧第二小をグリーンツーリズムの拠点施設へ旧第二小をグリ ンツ リズムの拠点施設へを リ ン小旧旧第第二 ズズムム 拠点施設設へへ施旧第二小をグリーンツーリズムの拠点施設旧第二小をグリーンツーリズムの拠点施設小をグリーン小をグ旧第二 ズムの拠点施設へズムの拠点施設へズムの拠点の拠点施設へ旧第二小をグリーンツーリズムの拠点施設へ旧第二小をグリーンツーリズムの拠点施設へ

　平成22年９月議会定例会は、９月13日から17日までの５日間の会期で開かれました。
　提案された案件は、平成２１年度財政健全化判断比率及び資金不足比率についての報告を含
む報告が２件、条例一部改正１件、球磨村過疎地域自立促進計画策定ほか、平成21年度球磨
村一般会計決算の認定及び各特別会計の認定６件、平成22年度補正予算３件、工事請負契約
の変更１件、球磨村教育委員会委員の選任同意１件の15議案でした。すべての議案は慎重に
審議され、原案のとおり可決、認定、同意されました。
　一般質問には７名の議員が登壇、行政課題・施策などを村執行部にただしました。

○
認
定
第
１
号

・
平
成
21
年
度
球
磨
村
一
般
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
認
定
第
２
号

・
平
成
21
年
度
球
磨
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

○
認
定
第
３
号

・
平
成
21
年
度
球
磨
村
老
人
保

健
医
療
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

○
認
定
第
４
号

・
平
成
21
年
度
球
磨
村
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

○
認
定
第
５
号

・
平
成
21
年
度
球
磨
村
介
護
保

険
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

○
認
定
第
６
号

・
平
成
21
年
度
球
磨
村
簡
易
水

道
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　

い
ず
れ
の
会
計
の
決
算
も
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
第
32
号

・
球
磨
村
多
目
的
集
会
施
設
設

　

定
例
会
初
日
に
は
、
柳
詰
正

治
議
長
の
開
会
、
６
月
定
例
会

以
降
の
諸
般
の
報
告
、
監
査

報
告
に
続
き
議
事
に
入
り
ま
し

た
。
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
、

会
期
の
決
定
、
一
部
事
務
組
合

議
会
（
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組

合
）
の
報
告
後
、
９
月
執
行
の

村
長
選
挙
に
お
い
て
再
選
さ
れ

た
桺
詰
村
長
か
ら
所
信
表
明
及

び
就
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
案
で
は
、
専
決
処
分
の
報

告
、
平
成
21
年
度
財
政
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告
が
行
わ
れ
、
平
成
21
年

度
球
磨
村
一
般
会
計
決
算
及
び

平
成
21
年
の
各
年
度
球
磨
村
特

別
会
計
決
算
の
認
定
を
上
程
、

平
成
21
年
度
球
磨
村
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
審
査
の
結
果
等
に
つ
い
て
の

報
告
を
豊
永
征
介
代
表
監
査
委

員
が
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
球
磨
村
多
目
的
集

会
施
設
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
ま
た
、

球
磨
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
策
定
並
び
に
平
成
22
年
度
の

球
磨
村
一
般
会
計
補
正
予
算
、

各
特
別
会
計
補
正
予
算
が
上
程

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
お

い
て
桺
詰
恒
雄
村
長
よ
り
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
２
日
目
の
14
日
に

は
、
一
般
質
問
に
５
名
の
議
員

が
登
壇
、
３
日
目
に
は
２
名
の

議
員
が
行
政
課
題
、
施
策
な
ど

へ
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
16

日
に
は
、
平
成
21
年
度
球
磨
村

一
般
会
計
決
算
及
び
特
別
会
計

決
算
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
の

17
日
に
は
、
球
磨
村
多
目
的
集

会
施
設
設
置
条
例
の
一
部
改

正
、
球
磨
村
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
策
定
、
平
成
22
年
度
球

磨
村
一
般
会
計
補
正
予
算
、
各

特
別
会
計
補
正
予
算
、
工
事
請

負
契
約
の
変
更
、
球
磨
村
教
委

員
会
員
の
選
任
同
意
な
ど
を
審

議
し
ま
し
た
。

○
報
告
第
３
号

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の

決
定
に
つ
い
て
報
告

○
報
告
第
４
号

・
平
成
21
年
度
財
政
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
、
球
磨
村
監
査

委
員
の
意
見
を
つ
け
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
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置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

　

球
磨
村
多
目
的
集
会
施
設
設

置
条
例
の
う
ち
、
施
設
等
の
使

用
基
本
時
間
、
基
本
料
金
の
改

正
お
よ
び
設
備
の
更
新
に
伴
う

改
正
で
す
。

○
議
案
第
34
号

・
平
成
22
年
度
球
磨
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
、
１
２
６
，
４
７

２
千
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
３
，
０
０

０
，
７
８
１
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
旧

一
勝
地
第
二
小
学
校
の
廃
校

活
用
関
係
工
事
費
６
０
，
１

０
０
千
円
、
森
林
整
備
地
域

被
害
地
調
査
交
付
金
２
０
，

０
０
０
千
円
、
森
林
整
備
地

域
活
動
支
援
交
付
金
９
，
３

６
６
千
円
、
一
里
山
舗
装
事

業
１
０
，
０
０
０
千
円
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
議
案
第
35
号

・
平
成
22
年
度
球
磨
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
回
）　

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、

３
，
２
２
１
千
円
追
加
し
、

歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ
５

８
４
，
４
３
２
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

○
議
案
第
36
号

・
平
成
22
年
度
球
磨
村
簡
易
水

道
特
別
補
正
予
算
（
第
１

回
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
、
２
千
円
追

加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
５

３
，
０
０
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

○
同
意
第
４
号

・
球
磨
村
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

　

球
磨
村
教
育
委
員
会
委
員

に
次
の
方
が
選
任
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

中
井　

久
美 

氏（
柳
詰
地
区
）

○
議
案
第
33
号

・
球
磨
村
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
策
定
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

球
磨
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
（
平
成
22
年
度
～
平
成
27
年

度
）
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
37
号

・
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て

　

球
磨
村
移
動
通
信
用
鉄
塔

施
設
整
備
工
事
請
負
契
約
の

う
ち
、
契
約
金
額
１
１
５
，

５
０
０
千
円
を
１
１
８
，
４

１
４
千
円
に
変
更
す
る
も
の

で
、
増
額
分
は
基
地
局
管
理

道
路
工
事
費
等
で
す
。

・
平
成
21
年
度
普
通
会
計
財
政

健
全
化
審
査
意
見

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
監
査
委
員
の
意
見
を

つ
け
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。

１
、
実
質
赤
字
比
率

２
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

３
、
実
質
公
債
費
比
率

４
、
将
来
負
担
比
率

　

い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
良
好

と
認
め
ら
れ
る
。

・
平
成
21
年
度
簡
易
水
道
事
業

会
計
経
営
健
全
化
意
見

１
、
資
金
不
足
比
率

　

経
営
健
全
化
基
準
と
比
較

し
て
、
良
好
な
状
態
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。

１
、
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し

た
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率

２
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
に
公
営
企
業

会
計
や
国
民
健
康
保
険
会
計

等
を
含
め
た
会
計
を
対
象
と

し
た
実
質
赤
字
額
（
ま
た
は

資
金
不
足
額
）
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率

３
、
実
質
公
債

費
比
率

　

一
般
会
計

等
が
負
担
す

る
元
利
償
還

金
な
ど
の
標

準
財
政
規
模

に
対
す
る
比

率
４
、
将
来
負
担

比
率

　

一
般
会
計

等
が
将
来
負

担
す
べ
き
実

質
的
な
負
債

の
標
準
財
政

規
模
に
対
す

る
比
率

５
、
資
金
不
足

比
率

　

資
金
不
足

額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比

率
６
、
標
準
財
政
規
模

　

地
方
公
共
団
体
が
通
常
水

準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
上
で
必
要
な
一
般
財
源

の
目
安
と
な
る
数
値
。
地
方

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
自
由

に
使
え
る
お
金
の
大
き
さ
を

あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
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繰越明許費　　57,137千円

21年度決算です

 歳　入

 歳　出

 特別会計
翌年度繰越　98,967千円

一般会計

計　　4,080,353千円

計　　3,924,249千円

村　　　税 236,795千円
地方譲与税 42,584千円
地方消費税交付金　他 49,980千円
地方交付税 1,727,868千円
分担金及び負担金 23,338千円
使用料及び手数料 10,415千円
国庫支出金 846,228千円

県支出金 350,591千円
財産収入 64,549千円
寄　付　金 701千円
繰　入　金 52,973千円
繰　越　金 79,082千円
諸　収　入 17,650千円
村　　　債 577,599千円

議　会　費 61,306千円
総　務　費 899,461千円
民　生　費 796,324千円
衛　生　費 196,615千円
農林水産業費 421,254千円
商　工　費 19,126千円

土　木　費 217,469千円
消　防　費 131,354千円
教　育　費 732,668千円
災害復旧費 23,778千円
公　債　費 424,880千円
予　備　費 14千円

国民健康保険特別会計
　歳入 669,498千円　　歳出 588,088千円　　繰越 81,410千円
老人保健医療特別会計
　歳入 15,701千円　　歳出 1,326千円　　繰越 14,375千円
後期高齢者医療特別会計
　歳入 52,209千円　　歳出 51,598千円　　繰越 612千円
介護保険特別会計
　歳入 587,942千円　　歳出 574,472千円　　繰越 13,470千円
簡易水道特別会計
　歳入	 169,444千円　　歳出 122,305千円　　繰越 47,139千円



村   長
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九
月
定
例

一
般
質
問

多
武　

義
治 

議
員

一
、 

固
定
資
産
税
の
適
正
価
格

二
、 

プ
ロ
ボ
ー
ザ
ル
方
式
の
問
題
点

三
、 

継
続
的
な
商
品
券
発
行
に
よ
る

 

経
済
対
策
に
つ
い
て

専
門
的
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

備
わ
っ
て
い
れ
ば
、
安
い
ほ
う
が
い
い
と

思
い
ま
す
。
よ
く
村
長
は
、
財
政
状
況
が
厳

し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
贅
沢
な
こ
と

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
疑
問
で
す
。

村
長　

＝
価
格
だ
け
で
な
く
て
、
業
者
の

方
が
、
ど
う
丁
寧
に
提
案
す
る
か
。
こ
ち

ら
が
示
し
た
仕
様
書
に
基
づ
い
て
、
ど
う

考
え
て
も
ら
う
か
。
そ
の
、
誠
意
も
当
然

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
議
員
は
、
継
続
的
な
商
品
券

発
行
に
よ
る
村
内
の
経
済
対
策
を
要
望
し

た
の
に
対
し
、
桺
詰
村
長
も
、
商
工
会
と

協
議
し
な
が
ら
、
村
と
し
て
も
考
え
て
い

き
た
い
と
述
べ
た
。

　
　
　
　
　

（
質
問
時
間
50
分
）

固
定
資
産
税
の
基
礎
と
な
る

土
地
評
価
額
が
高
す
ぎ
る
の
で
は

思
い
ま
す
。

　

次
に
、
プ
ロ
ボ
ー
ザ
ル
方
式
の
問
題
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
こ
の
方
式
で
は
、

受
注
で
き
る
か
不
明
の
ま
ま
、
こ
れ
ま

で
、
村
で
行
っ
て
き
た
企
画
・
設
計
を
、

こ
ん
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
が
詳
細
に
行

う
必
要
が
あ
り
、
負
担
が
大
き
い
と
の
声

が
あ
り
ま
す
が
。

村
長　

＝
そ
の
こ
と
は
、
課
題
と
し
て
残

る
部
分
で
す
。
し
か
し
、
私
ど
も
発
注
す

る
側
と
し
て
は
、
設
計
費
が
節
約
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

多
武
議
員　

＝
ま
た
、
業
者
を
選
定
す
る

際
、
提
出
さ
れ
た
企
画
・
設
計
の
中
身
を

審
査
す
る
人
は
だ
れ
で
す
か
。

村
長　

＝
審
査
員
は
、
村
長
・
副
村
長
や

担
当
す
る
課
長
な
ど
で
す
。

多
武
議
員　

＝
内
部
の
人
ば
か
り
で
、
専

門
的
知
識
が
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
の
で
、

雰
囲
気
で
し
か
選
べ
な
い
と
思
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
「
鶴
の
一
声
」
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

村
長　

＝
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
が
点
数
を
つ
け
、
そ
れ
を
最
終
的
に
私

が
決
済
し
ま
す
。

多
武
議
員　

＝
こ
の
方
式
は
見
積
金
額
が
、

必
ず
し
も
安
い
業
者
を
選
ぶ
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
プ
ロ
の
業
者
が
設
計
し
た
の
で
す

か
ら
、
あ
る
程
度
目
的
に
合
っ
た
機
能
が

い
ま
す
。

多
武
議
員　

＝
村
内
の
評
価
額
は
、
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
一
町
）
１
５
７
，
０
０
０
円
か
ら

２
７
９
，
０
０
０
円
と
８
段
階
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
評
価
額
を
い
つ
か
ら
適
用

し
て
い
ま
す
か
。

税
務
課
長　

＝
昭
和
60
年
度
か
ら
で
、
そ
の

後
は
据
え
置
き
状
態
で
す
。

多
武
議
員　

＝
当
時
は
、
適
正
価
格
だ
と
思
い

ま
す
が
、
山
林
の
評
価
は
、
そ
の
後
、
下
が
り

続
け
て
い
ま
す
。
長
い
間
、
放
置
し
た
理
由
は

何
で
す
か
。

税
務
課
長　

＝
地
方
税
法
に
よ
り
国
か
ら

土
地
評
価
基
準
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
村
が
評
価
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

か
ら
で
す
。

多
武
議
員　

＝
一
方
、
地
方
税
法
で
は
固

定
資
産
税
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

時
価
と
す
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
要
す

る
に
、
そ
の
時
の
相
場
と
い
う
意
味
だ
と

思
い
ま
す
が
。

村
長　

＝
課
税
の
原
点
は
公
平・公
正
で
す
。

　

平
成
24
年
か
ら
課
税
す
る
と
き
に
、
山
林

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
評
価
を

ど
う
す
る
の
か
、
専
門
的
な
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

多
武
議
員　

＝
村
民
税
な
ど
は
、
前
年
度
の

所
得
を
基
準
に
課
税
を
さ
れ
ま
す
。
土
地
評

価
額
も
現
在
の
相
場
に
あ
わ
せ
る
べ
き
だ
と

多
武
議
員　

＝
地
積
調
査
の
結
果
に
基
づ
い

て
課
税
さ
れ
る
の
が
、
平
成
24
年
か
ら
の
予

定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
特
に
山
林
は
、
調
査

前
に
比
べ
面
積
が
2.5
倍
増
加
し
て
お
り
、
固

定
資
産
税
も
そ
れ
だ
け
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
面
積
は
正
確
に
な
り
ま
し
た
が
、
税

額
を
決
定
す
る
う
え
で
計
算
の
基
礎
と
な
る

評
価
額
が
、
現
在
の
ま
ま
で
は
高
す
ぎ
る
と

思
い
ま
す
が
。

村
長　

＝
不
動
産
鑑
定
所
に
、
山
林
調
査
の

委
託
を
し
て
評
価
し
て
い
ま
す
。
私
ど
も
と

し
て
は
、
適
正
な
評
価
額
で
は
な
い
か
と
思

今後の固定資産税は
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田
代　

利
一 

議
員

一
、 

暮
ら
し
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

二
、 

活
力
に
満
ち
た
産
業
づ
く
り
に
つ

い
て

単
年
度
赤
字
決
算
で
厳
し

い
経
営
状
況
で
す

平
成
21
年
度
の
か
わ
せ

み
の
収
支
状
況
は

田
代
議
員　

＝
県
道
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、
県
へ
の

働
き
か
け
も
含
め
て
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
村
内
に
は
、
４
路
線
の
県
道
が
あ

り
ま
す
。
整
備
に
つ
い
て
は
、
防
災
・
改

良
・
舗
装
・
美
化
作
業
等
含
め
て
県
に
要
望

し
て
い
ま
す
。

田
代
議
員　

＝
髙
沢
一
勝
地
線
の
中
園
地
区

入
口
付
近
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
今
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
す
か
。

村
長　

＝
県
の
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
議
会
と
も
協
力
し
な
が
ら

要
望
活
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

田
代
議
員　

＝
次
に
、
情
報
通
信
整
備
事
業

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
工
事

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
43
％
の
進
捗
状
況

で
す
。
工
期
が
今
年
の
12
月
ま
で
で
す
の

で
、
工
期
内
の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
エ
リ
ア
整
備
工
事

で
す
が
、
鉄
塔
の
工
事
が
終
了
し
、
最
終

的
に
は
、
１
月
末
に
は
完
了
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

田
代
議
員　

＝
次
に
、
一
勝
地
温
泉
か
わ

せ
み
の
平
成
21
年
度
の
収
支
状
況
と
営
業

活
動
は
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

村
長　

＝
か
わ
せ
み
の
収
支
状
況
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
平
成
21
年
度
も
赤
字
決
算
で

す
。
非
常
に
危
機
感
を
も
っ
て
お
り
、
先
般

取
締
役
会
を
開
き
、
営
業
活
動
な
ど
の
対
策

を
協
議
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

田
代
議
員　

＝
決
算
に
つ
い
て
は
赤
字
が

続
い
て
い
る
状
況
で
す
。
私
も
、
入
浴
に

よ
く
行
き
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
が
少
な
い

で
す
ね
。
そ
こ
で
感
じ
る
こ
と
が
、
従
業

員
の
マ
ナ
ー
教
育
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
が
。

村
長　

＝
日
頃
か
ら
、
従
業
員
の
お
客
様
へ

の
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
は
、
指
導
を
し
て

い
る
つ
も
り
で
す
が
、
ま
だ
、
不
十
分
の
よ

う
で
す
。
支
配
人
と
も
十
分
話
し
を
し
な
が

ら
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

田
代
議
員　

＝
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用

な
ど
が
少
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

は
、
取
締
役
の
人
も
い
ま
す
が
、
忘
年
会
や

歓
送
迎
会
な
ど
で
利
用
し
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

＝
私
ど
も
の
担
当
し
て
い

る
課
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
き
な
ど
は
、
極
力
利

用
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

村
長　

＝
か
わ
せ
み
利
用
に
つ
い
て
は
、
職

員
に
も
特
に
、
課
長
会
な
ど
の
席
で
も
お
願

い
を
し
て
い
ま
す
。

田
代
議
員　

＝
農
産
物
加
工
グ
ル
ー
プ
あ
じ

さ
い
会
が
振
興
セ
ン
タ
ー
で
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
あ
じ
さ
い
会
と
の
連
携
で
、
新
し

い
商
品
開
発
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

村
長　

＝
あ
じ
さ
い
会
か
ら
は
、
ま
ん
じ
ゅ

う
、
万
能
タ
レ
、
漬
物
類
な
ど
定
期
的
に
物

産
館
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
の
食
材
に
つ
い
て
も
、
で
き
る

だ
け
地
元
産
の
使
用
を
関
係
者
に
指
導
し
て

い
ま
す
。

　

要
は
、
地
元
産
の
食
材
が
継
続
的
に
か

つ
、
安
定
的
に
入
る
か
と
い
う
の
が
大
き
な

課
題
で
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

田
代
議
員　

＝
あ
じ
さ
い
会
で
味
噌
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
か
わ
せ
み
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

＝
価
格
の
面
で
、
若
干
高

い
の
で
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

田
代
議
員　

＝
あ
じ
さ
い
会
も
頑
張
っ
て

お
ら
れ
ま
す
の
で
、
味
噌
と
か
漬
物
な
ど

は
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

同
議
員
は
、
こ
の
他
に
も
国
道
に
並
行

す
る
歩
道
の
整
備
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も

質
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
質
問
時
間
60
分
）

厳しい経営状況が続く一勝地温泉かわせみ
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て
お
り
ま
す
。
39
集
落
が
小
規
模
給
水
施

設
で
あ
り
、
村
内
集
落
の
半
数
の
集
落
が

色
々
な
面
で
苦
労
し
て
い
る
状
況
で
す
。

施
設
整
備
に
限
ら
ず
今
後
は
、
管
理
運
営

も
含
め
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

愛
甲
議
員　

＝
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

（
質
問
時
間
50
分
）

愛
甲　

泰
治 

議
員

一
、 

小
規
模
給
水
施
設
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

補
助
事
業
の
見
直
し
を
進

め
て
い
き
た
い

飲
料
に
適
し
た
水
を
飲
み
た
い

愛
甲
議
員　

＝
簡
易
水
道
施
設
は
、
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
規
模
給
水
施
設

は
、
な
か
な
か
地
形
的
に
も
条
件
が
悪

く
、
色
々
と
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
年
々
高
齢
化
や
施
設
の
老
朽
化
も
進

ん
で
い
ま
す
。
安
心
、
安
全
な
村
づ
く
り

の
た
め
に
は
、
絶
対
必
要
不
可
欠
な
水
の

問
題
で
あ
り
ま
す
。
今
後
集
落
の
水
道
、

小
規
模
給
水
設
備
の
維
持
管
理
を
ど
う
考

え
て
お
ら
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
現
在
、
人
口
１
０
１
人
以
上
を

対
象
と
し
た
、
４
つ
の
公
営
簡
易
水
道
施
設

と
４
つ
の
組
合
簡
易
水
道
施
設
が
あ
り
ま

す
。
給
水
人
口
１
０
０
人
以
下
の
整
備
を
す

る
場
合
に
は
、
工
事
費
の
35
％
の
補
助
金
で

維
持
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
浄
水
器

に
つ
い
て
は
、
５
０
０
万
円
、
そ
の
総
額
す

べ
て
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
工
事
費
が
５
０

０
万
円
以
上
か
か
る
と
１
戸
当
り
の
負
担
も

ふ
え
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
状
況
を
十
分
把

握
す
る
た
め
、
年
度
中
に
調
査
さ
せ
、
水
道

施
設
に
つ
い
て
の
補
助
事
業
の
見
直
し
を
含

め
来
年
度
の
予
算
編
成
に
は
、
方
針
を
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
甲
議
員　

＝
本
村
の
地
区
水
道
状
況
を

伺
い
ま
す
。

健
康
衛
生
課
長　

＝
集
落
水
道
39
施
設
の

う
ち
10
名
以
下
の
集
落
は
13
あ
り
ま
す
。
小

規
模
施
設
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
す
。
立

野
・
境
目
・
糸
原
地
区
は
、
山
水
よ
り
浄
水

器
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
ろ
過
器
も
付
け
て
い
ま

す
が
大
雨
時
期
に
は
濁
っ
て
苦
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
村
振
興
事
業
で
横
井
・
沢
見
・
浦

野
・
岡
・
椎
屋
・
田
代
・
松
本
・
小
谷
地

区
は
湧
水
で
い
い
水
で
す
。
水
力
発
電
事

業
で
、
大
槻
・
向
淋
・
蔀
・
和
田
・
堤
・
箙

瀬
・
伊
高
瀬
・
上
蔀
・
多
武
除
・
楮
木
地
区

は
地
下
水
、
山
水
で
い
い
水
で
す
。
浄
水
器

設
置
は
し
て
い
ま
す
が
、
中
渡
・
大
坂
間
・

遠
原
で
は
大
雨
時
に
濁
り
ま
す
。
岳
本
は
山

水
で
、
現
在
、
川
島
は
濁
る
と
い
う
事
で
調

査
中
で
す
。

愛
甲
議
員　

＝
山
水
、
湧
水
地
の
水
源
地

に
行
く
ま
で
の
道
路
が
悪
い
様
で
す
。
浄

水
器
は
非
常
に
よ
い
製
品
で
す
が
、
能
力

を
超
え
た
汚
水
が
流
れ
込
む
と
浄
化
不
能

と
な
り
ま
す
。
早
急
に
実
態
調
査
を
し
て

い
た
だ
き
、
住
民
の
実
情
を
聞
い
て
い
た

だ
く
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

健
康
衛
生
課
長　

＝
補
助
制
度
が
15
万
円

以
上
と
の
こ
と
で
地
区
の
ほ
う
か
ら
の
声

が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
地
区

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

愛
甲
議
員　

＝
ぜ
ひ
、
お
願
い
し
て
お
き

ま
す
。
管
理
面
で
も
う
限
界
に
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

水
源
地
を
見
に

行
く
に
も
若
者

が
い
な
い
し
、

水
源
地
が
壊

れ
た
ら
復
旧
が

大
変
で
す
。
地

域
の
こ
と
は
、

地
域
で
し
な
さ

い
で
は
な
く
同

じ
住
民
で
す
か

ら
、
同
じ
行
政

サ
ー
ビ
ス
を

や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

村
長　

＝
村
と

し
て
大
き
な

課
題
と
認
識
し

小規模給水施設水源地のようす
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棚
田
丸
ご
と
博
物
館
事
業

に
取
り
組
み
活
性
化
を
図

り
ま
す

農
業
と
地
域
を
支
え

る
担
い
手
の
支
援
対

策
は

毎
床　

文
博 

議
員

一
、 

農
業
振
興
に
つ
い
て

二
、 

旧
一
勝
地
第
２
小
学
校
閉
校
後

の
活
用
に
つ
い
て

毎
床
議
員　

＝
本
村
の
農
業
は
、
近
年
の
価

格
低
下
に
加
え
、
災
害
等
で
生
産
力
も
低
下

し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
担
い
手
は
減

少
し
、
荒
廃
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

後
継
者
は
農
地
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
牽
引
車
と
し
て
、
村
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
球
磨
村
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
会
議
に
よ
る
答
申
書
に
基
づ
き
、
主

業
農
家
の
支
援
と
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

村
長　

＝
主
業
農
家
は
、
認
定
農
業
者
会

を
組
織
し
て
、
お
互
い
の
交
流
や
情
報
交
換

を
し
て
い
ま
す
。
営
農
形
態
は
果
樹
、
た
ば

こ
、
野
菜
、
畜
産
と
、
水
稲
な
ど
の
複
合
経

営
が
主
で
、
安
定
し
た
価
格
の
農
業
生
産
で

あ
れ
ば
、
後
継
者
も
育
ち
ま
す
。
答
申
書
で

も
『
後
継
者
の
定
着
を
図
る
施
策
的
支
援
を

展
開
す
る
』
と
あ
り
、
今
年
度
か
ら
新
規
就

農
者
に
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
兼
業
農
家
に
つ
い
て
も
、
簡
易
な
農
道

整
備
な
ど
小
規
模
事
業
で
も
支
援
を
し
、
農

地
の
継
続
的
な
保
全
、
労
力
の
節
減
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

主
要
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
永
住
促
進

の
大
き
な
基
盤
と
認
識
し
、
棚
田
丸
ご
と

博
物
館
事
業
に
取
り
組
み
、
全
体
的
な
農

地
保
全
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
ね
ら
い

と
し
て
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

毎
床
議
員　

＝
産
地
化
さ
れ
た
品
目
は
、

価
格
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
も
、
組
織
的
な

販
売
が
で
き
ま
す
が
、
少
量
品
目
で
も
換

金
が
で
き
る
と
、
楽
し
み
な
が
ら
栽
培
す

る
意
欲
も
で
て
き
ま
す
。
生
き
が
い
と
健

康
維
持
、
ま
た
年
金
の
プ
ラ
ス
部
分
と
し

て
、
女
性
、
高
齢
者
で
も
取
り
組
め
る
品

目
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

＝
秋
イ
ン
ゲ
ン
を
考
え

て
い
ま
す
、
今
後
、
可
能
性
が
あ
る
の

は
、
オ
ク
ラ
、
唐
辛
子
、
シ
ョ
ウ
ガ
が
あ

り
ま
す
が
、
獣
害
が
大
き
な
問
題
で
す
。

毎
床
議
員　

＝
さ
さ
や
か
な
夢
の
実
現
に

向
け
た
女
性
、
高
齢
農
業
者
へ
の
支
援
対

策
を
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
村
内
全
体
の
調
査
を
お
こ
な

い
、
栽
培
、
集
荷
、
販
売
シ
ス
テ
ム
の
基

盤
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
女
性
、
高
齢

者
も
含
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
農
業
に

取
り
組
む
意
欲
を
、
い
か
に
高
め
る
か
が

大
き
な
問
題
で
す
。

毎
床
議
員　

＝
か
わ
せ
み
物
産
館
は
、
集

客
数
は
、
減
少
し
て
い
る
の
に
、
売
り
上

げ
は
伸
び
て
い
る
よ
う
で
す
。
販
売
実
績

と
出
先
販
売
の
比
率
、
主
な
品
目

と
村
内
生
産
分
の
比
率
は
。

産
業
振
興
課
長　

＝
平
成
21
年
は

４
，
１
８
８
万
円
の
実
績
、
外
販

分
は
47
％
で
、
前
年
よ
り
大
き
く

伸
ん
で
い
ま
す
。
主
な
品
目
は
、

果
実
類
、
菓
子
類
、
惣
菜
の
順
で
、

村
内
分
が
４
割
で
す
。

毎
床
議
員　

＝
村
内
分
の
売
り
上
げ

を
伸
ば
す
よ
う
な
、
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。
農
産
物
の
販
売
拡
充
に
つ

い
て
、
村
長
に
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
販
売
は
、
農
家
の
営
農
有

効
度
と
大
き
な
か
か
わ
り
が
あ
り
ま

す
。
物
産
館
、
か
わ
せ
み
会
を
始

め
、
全
国
に
展
開
す
る
村
の
応
援
者

Ｐ
Ｒ
も
含
め
、
販
売
拡
大
と
同
時

に
、
村
の
産
物
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
目
的
で
も
あ
り
ま
す
。
来

年
３
月
は
、
新
幹
線
も
開
通
し
ま
す
。
観

光
産
業
を
立
ち
上
げ
、
い
か
に
村
の
産
物
を

売
っ
て
い
く
か
を
含
め
、
厳
し
さ
を
乗
り
越

え
る
パ
ワ
ー
を
皆
で
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
同
議
員
は
、
旧
一
勝
地
第
二
小

学
校
閉
校
後
の
活
用
に
つ
い
て
も
質
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
質
問
時
間
50
分
）

ネットを利用した栗の収穫
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髙
澤
議
員　

＝
６
月
議
会
の
一
般
質
問
の
一

つ
に
子
供
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な

さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
早
く
て
も
、
来
年
度
予
算
に
ど

う
反
映
を
す
る
か
と
い
う
事
で
、
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
来
年

の
予
算
編
成
期
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
事

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
も
見
極
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
を
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

髙
澤
議
員　

＝
昨
年
８
月
末
と
本
年
８
月

末
に
お
け
る
乳
幼
児
医
療
費
の
増
減
は
ど

村
の
財
政
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す

運
動
公
園
の
今
後
の
整

備
利
用
は

髙
澤　

康
成 

議
員

一
、 

子
供
医
療
費
の
完
全
無
料
化
に
つ

い
て
進
捗
状
況

二
、 

球
磨
村
総
合
運
動
公
園
の
整
備
・

利
用
に
つ
い
て

三
、 

小
学
校
閉
校
後
の
施
設
利
用
に
つ

い
て

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

健
康
衛
生
課
長　

＝
平
成
21
年
８
月
末
が

３
８
５
万
２
，
１
７
５
円
で
平
成
22
年
８

月
末
が
３
４
９
万
４
，
６
７
２
円
で
す
。

髙
澤
議
員　

＝
若
い
世
代
が
仕
事
を
し
て

子
供
を
育
て
る
中
で
、
母
子
家
庭
・
父
子

家
庭
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
支
援
の
観
点

か
ら
再
度
積
極
的
に
検
討
願
い
ま
す
。

　

次
に
、
球
磨
村
総
合
運
動
公
園
の
整
備
・

利
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
主

要
施
策
の
成
果
報
告
に
運
動
公
園
の
グ
ラ
ン

ド
使
用
料
が
32
万
２
，
５
１
０
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
同
時
に
施
設
管
理
費
を
見
ま
す

と
か
な
り
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長　

＝
決
算
書
に
計
上
し
て
い
る
分

を
足
し
ま
す
と
、
５
０
０
万
円
以
上
の
経

費
を
管
理
費
に
使
っ
て
い
ま
す
。

髙
澤
議
員　

＝
運
動
公
園
は
、
平
成
21
年

度
８
万
人
以
上
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
無
料
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
維

持
管
理
費
を
考
え
ま
す
と
、
有
料
化
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

村
長　

＝
ご
指
摘
頂
き
ま
し
た
よ
う
に
、
少

な
く
と
も
こ
れ
か
ら
の
村
の
財
政
状
況
、
あ

る
い
は
、
色
々
な
事
を
考
え
ま
す
と
中
身
の

検
討
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

教
育
長　

＝
年
度
内
に
検
討
結
果
を
出

し
、
も
し
有
料
化
の
方
向
で
い
き
ま
し
た

ら
、
３
月
の
定
例
会
で
使
用
条
例
の
改
正

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
澤
議
員　

＝
小
学
校
閉
校
後
の
施
設
利

用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
旧
髙
沢
小
学
校

に
は
、
４
年
前
に
村
が
収
集
し
た
民
具
が

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
把
握
し
て
い
ま

す
か
。

教
育
課
長　

＝
保
管
を
し
た
と
い
う
事
に

つ
い
て
は
、
聞
い
て
お
り
ま
す
が
ど
れ
だ

け
の
物
が
あ
る
か
は
把

握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

髙
澤
議
員　

＝
当
時
、

球
磨
村
の
歴
史
資
料
館

を
作
り
た
い
と
い
う
事

で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
結
果
４
年
経
っ
て

お
り
ま
す
が
ど
う
な
っ

て
お
り
ま
す
か
。

村
長　

＝
地
域
活
性

化
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
生
活
の
民
具
を

置
き
た
い
と
思
っ
た
の

が
、
最
初
の
考
え
で
あ

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
早

く
実
施
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

髙
澤
議
員　

＝
閉
校
し

た
、
各
学
校
の
施
設
の
老
朽
化
を
考
え
ま

す
と
、
修
繕
費
用
な
ど
今
後
事
業
運
営
が

で
き
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
課
長　

＝
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て

も
皆
様
と
協
議
し
た
う
え
で
、
ど
う
い
っ

た
施
設
の
整
備
運
営
管
理
に
つ
き
ま
し
て

も
協
議
を
行
い
な
が
ら
実
施
の
プ
ラ
ン
等

を
一
体
と
な
っ
て
作
成
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。　

　
　
　

（
質
問
時
間
60
分
）

展示を待つ民具
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三
期
目
の
重
点
課
題
の
一

つ
と
し
て
渡
地
区
の
洪
水

対
策
に
取
組
み
ま
す

安
全
・
安
心
な
村
づ

く
り
に
つ
い
て

嶽
本　

孝
司 

議
員

一
、 

渡
地
区
の
内
排
水
対
策
に
つ
い
て

二
、 

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

三
、 

村
道
・
相
良
橋
城
山
線
の
維
持

管
理
に
つ
い
て

四
、 

村
営
住
宅
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

嶽
本
議
員　

＝
渡
地
区
の
内
排
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
島
田
地
区
の
住

宅
移
転
や
橋
の
橋
脚
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
本
年
度
中
に
１
億
円
ほ
ど
の
予

算
で
、
橋
の
上
部
工
事
と
築
堤
の
一
部
を

含
め
て
、
県
の
事
業
が
行
わ
れ
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
内
水
排
水
に
つ
い
て
は
、

毎
秒
０
．
７
５
ｔ
の
移
動
式
排
水
ポ
ン
プ

で
国
交
省
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

嶽
本
議
員　

＝
球
磨
川
へ
の
排
水
門
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

建
設
課
長　

＝
小
川
川
を
含
め
８
基
の
排

水
樋
門
の
管
理
を
国
交
省
の
管
理
下
で
、

村
の
住
民
の
方
に
お
願
い
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

嶽
本
議
員　

＝
排
水
門
に
ポ
ン
プ
の
設
置

を
国
交
省
に
要
望
出
来
ま
せ
ん
か
。

村
長　

＝
三
期
目
の
重
点
課
題
の
一
つ
と
し

て
渡
地
区
の
洪
水
対
策
に
取
組
み
ま
す
。

嶽
本
議
員　

＝
浄
化
槽
か
ら
の
排
水
が
、

稲
作
の
水
田
に
流
れ
込
ん
で
い
な
い
か
伺

い
ま
す
。

村
長　

＝
歴
代
村
長
の
時
か
ら
、
渡
地
区

は
用
水
と
排
水
が
一
緒
に
な
り
、
大
き
な
課

題
で
あ
り
ま
し
た
。
農
業
集
落
排
水
を
全
体

的
に
や
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
地

元
全
体
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
小
川
地
区
に
つ
い
て
は
、
２
割
負
担
で

共
同
排
水
工
事
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

嶽
本
議
員　

＝
お
米
が
匂
う
、
草
取
り
に

足
を
踏
み
込
め
な
い
。
ま
さ
に
、
安
全
・

安
心
が
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
排
水
に
つ
い
て
は
抜
本
的
に
改
善
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
通
学
路
の
安
全
対
策
の
一
つ
ス

ク
ー
ル
バ
ス
停
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

＝
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
の
表
示
は
教

育
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
停
留
所
位
置
は
地
元
の
方
で
設
置
し

て
い
ま
す
。

嶽
本
議
員　

＝
小
学
校
も
統
合
さ
れ
、
多
く

の
児
童
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
登
下
校
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
屋
根
付
き
ス
ク
ー
ル
バ

ス
停
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
長　

＝
村
の
福
祉
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
が
な
い
地
区
、
椎
屋
・
岡
・
松
舟
・

田
代
・
中
津
・
黄
檗
・
茂
田
を
含
め
た
通
学

の
安
心
・
安
全
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

嶽
本
議
員　

＝
村
道
相
良
橋

城
山
線
は
一
王
子
団
地
・
峯

村
営
住
宅
か
ら
の
児
童
の
通

学
路
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

側
溝
に
フ
タ
が
な
く
、
車
両

が
来
た
時
に
非
常
に
危
険
性

を
感
じ
ま
す
の
で
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

建
設
課
長　

＝
側
溝
が
石
積

で
も
あ
り
、
生
活
排
水
の
兼

ね
合
い
も
あ
る
の
で
、
補
修

工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

嶽
本
議
員　

＝
村
営
住
宅
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
住
宅

の
防
犯
灯
は
付
帯
設
備
と
思

い
ま
す
。
神
瀬
・
峰
・
大
王

の
各
村
営
住
宅
に
は
あ
り
、

一
勝
地
と
一
王
子
団
地
に
は

な
い
の
は
何
故
で
す
か
。

総
務
課
長　

＝
ま
わ
り
の
一
般
住
宅
と
の

関
係
や
地
元
の
話
し
を
聞
い
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

嶽
本
議
員　

＝
一
王
子
団
地
の
国
道
沿
は

サ
ン
ク
ス
が
あ
り
明
る
い
の
に
樹
木
を
植

栽
し
て
あ
り
、
広
い
団
地
内
は
暗
い
様
で

す
。
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
質
問
時
間
60
分
）

通学路の安全対策として側溝の整備が待たれる



村  　長

く ま む ら 議 会 第61号（11）   平成22年10月25日

村
内
業
者
か
ら
の
積
極
的

な
仕
入
れ
拡
大
で
、
地
産

地
消
に
努
め
ま
す

地
域
経
済
の
活
性
化

の
対
応
は

舟
戸　

治
生 

議
員

一
、 

商
工
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

二
、 

山
口
川
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

舟
戸
議
員　

＝
村
で
は
、
商
工
業
の
活
性

化
を
か
か
げ
、
経
営
者
の
確
保
育
成
を
進

め
、
支
援
体
制
を
急
ぐ
と
あ
り
ま
す
。
ま

さ
に
村
内
の
商
工
業
も
、
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
基
幹
産
業
間
で
の
連
携
を
強

化
し
、
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
で
あ

り
、
行
政
か
ら
の
力
添
え
も
必
要
と
思
い

ま
す
。

　

学
校
給
食
、
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
、
保

育
園
へ
の
納
入
業
者
の
納
入
比
率
を
伺
い

ま
す
。

村
長　

＝
学
校
給
食
は
、
牛
乳
、
味
噌
、
醤

油
、
肉
な
ど
は
村
外
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
製
造
元
が
限
ら
れ
て
お
り
、
価

格
や
数
量
面
で
の
事
情
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
、
野
菜
、
卵
、
豆
腐
や
果

実
類
は
村
内
業
者
や
生
産
者
か
ら
仕
入
れ
、

地
産
地
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
は
、
30
業
者
か
ら
の

取
引
が
あ
り
、
村
内
は
５
業
者
の
み
の
取

引
で
す
。
安
定
的
な
供
給
や
、
価
格
面
か
ら

村
外
業
者
か
ら
も
仕
入
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
は
、
村
内
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
の
拡
大

や
、
Ｊ
Ａ
か
ら
直
接
仕
入
れ
が
で
き
な
い
か

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

教
育
長　

＝
学
校
給
食
の
米
は
Ｊ
Ａ
か
ら

地
元
米
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

舟
戸
議
員　

＝
か
わ
せ
み
の
レ
ス
ト
ラ
ン

の
客
数
は
増
え
て
い
る
の
に
、
売
り
上
げ

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
原
価
率
を
下
げ
る

に
は
、
も
っ
と
納
入
業
者
と
の
価
格
交
渉

が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
か
わ
せ
み
の
経
営
に
つ
い
て
は
、

危
機
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。
改
善
策
と
し
て

原
価
率
38
％
を
目
標
に
お
き
、
食
材
の
調
達

な
ど
検
討
が
必
要
で
す
。

舟
戸
議
員　

＝
次
に
公
用
車
の
購
入
先
、

整
備
な
ど
、
村
内
業
者
へ
の
依
頼
状
況
を

伺
い
ま
す
。

村
長　

＝
公
用
車
の
購
入
や
点
検
整
備

は
、
軽
自
動
車
は
村
内
３
業
者
か
ら
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
、
普
通
自
動
車
は
人
吉
市
の

業
者
に
見
積
も
り
し
、
安
価
な
業
者
に
依

頼
し
て
い
ま
す
。
給
油
は
村
内
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

舟
戸
議
員　

＝
次
に
山
口
川
の
治
水
対
策

で
す
が
、
村
で
は
、
安
全
、
安
心
の
村
づ

く
り
の
た
め
、
住
宅
地
に
お
け
る
防
災
基

盤
の
充
実
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
山

口
川
の
一
部
は
、
住
宅
ま
で
浸
水
し
、
避

難
が
大
変
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
堤

防
防
護
の
た
め
、
蛇
か
ご
が
使
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
か
ご

が
腐
れ
て
い
ま

す
。
清
掃
す
る
に

も
、
危
な
い
状
態

で
す
。
一
王
子
神

社
か
ら
下
流
も
護

岸
工
事
が
で
き
て

い
な
い
状
況
に
あ

り
、
作
業
道
栗
林

山
口
線
が
で
き
る

と
、
水
量
も
増
え

て
心
配
し
て
い
ま

す
。
山
口
川
の
整

備
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

村
長　

＝
山
口
川

の
治
水
対
策
と
し

て
、
浸
水
に
つ
い

て
は
、
国
道
か
ら

の
暗
渠
が
影
響
し
、
逆
流
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
か
ら
の
排
水
も
含
め
て
、
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
蛇
か
ご
は
、
自
然
に
マ
ッ
チ
し
た

川
を
作
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
使
い
ま

し
た
が
、
川
の
状
況
を
調
査
し
て
、
地
元

と
も
協
議
を
し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
ま

す
。

（
質
問
時
間
40
分
）

流水整備が望まれる山口川



旬 の 話 題

く ま む ら 議 会第61号 平成22年10月25日   （12）

　

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
平
成
22

年
９
月
26
日
、
一
勝
地
小
学
校
開
校

記
念
大
運
動
会
が
、
新
し
く
な
っ
た

本
校
の
運
動
場
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

来
賓
の
皆
様
を
は
じ
め
、
保
護
者

や
地
域
の
方
々
が
見
守
る
中
、
児
童

は
、
新
し
い
運
動
場
を
し
っ
か
り
踏

み
し
め
、
手
を
大
き
く
振
り
、
胸
を

張
り
、
一
人
ひ
と
り
の
や
る
気
が
伝

わ
る
立
派
な
入
場
行
進
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

開
校
記
念
と
い
う
こ
と
で
、
２
０

０
個
の
風
船
に
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
思

い
を
乗
せ
、
大
空
高
く
舞
い
上
が
る

中
で
の
競
技
開
始
で
し
た
。

　

「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
運
動
会
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
運
動
会
実
行
委
員
を
は
じ
め
、
紅
白
の
団
長
を
中
心
に
、
二
学
期
の
一

勝
地
小
学
校
の
合
言
葉
で
あ
る
「
協
力
」
と
「
が
ま
ん
」
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
力
を
出
し
き
り
、
笑
顔
あ
り
、
悔
し
涙
あ
り
の
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
い
た
運
動

会
で
し
た
。

　

こ
の
す
ば
ら
し
い
開
校
記
念
大
運
動
会
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
参
列
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
を
は
じ
め
、
全
て
の
関
係
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

球
磨
村
立
一
勝
地
小
学
校
長　

中
村　

和
弘

輝かしい一勝地小学校
開校記念大運動会

編
集
後
記

　

近
年
に
な
い
猛
暑
も
過
ぎ
去
り
、

朝
夕
が
肌
寒
く
な
り
少
し
風
邪
気
味

だ
っ
た
の
で
す
が
、
昨
日
運
動
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
子
ど
も
達
が
元

気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
る
姿
に
、

私
も
い
つ
の
間
に
か
風
邪
も
治
っ
て

い
ま
し
た
。
皆
様
も
体
に
注
意
さ
れ
、

お
仕
事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
髙
澤
）

議
会
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報
特
別
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